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北大水産実報
37(3)， 230-239. 1986. 

ビブリオ病原因菌の血清学的検討 I 

ビブリオ病原因菌のO血清型 (J・0・l-J・0・3)

田島研一九絵面良男*・木村喬久場

Serological Typing of Thermostable Antigens 

of V. al砂uillαrum-I

v.αnguillαrum 0・serotypes(J・0・l-J・0・3)

Kenichi TAJIMAへYoshio EZURA * and Takahisa KIMURA * 

Abstract 

A serological analysis w幽 carriedout based on cross-agglutina七ionand cross-adsorption 
旬s旬 withもhermosもable(0) antigens of the re抑制enぬもJVesもrainsbelongingω V.an伊品llar-
叫mbiovar 1 of phenon 1 and V.側伊tillαrumbiovar 11 of phenon 11. The V.側伊tillaru間

S七rainswere cl硝 sifiedinto七hreeserological groups (J-O-l， J-0-2 and J-0-3). 
Based on山田eserotypes， serologicalも，ypingof all two hundred sixteen strains Vi-

brionaceae was performed. One hundred strains of七heone hundred seventy identified 
previously as V.側 lJUill日開閉 ofphenon 1 were classified踊 J-O-l(58.8%). Eleven strains 
were classified副 J-0-2(6.5%)， and fifty-six拙 J-0-3(32.9%). The 0出紅白reesもrainscould 
no七becl嗣 sifiedin七oany particular group. 

85% of the s七rainsbelonging ωJ-O-l were isolated from fish reared in fresh wa七erand 
82% of the sもrainsin J-0-3 were isolated from fish reared in sea water. The sources of the 
sもrainsbelonging ωJ-0-2 were no七specifi吋 Twenも，y-fiveV. anlJUillarum biovar 11 of 
phenon 11， which were all isolated from salmonid蹴 rearedin fresh wa旬r，possessed a common 
七hermos凶bleantigen (J-O-l) wiも，h七hatof V. anlJUilla叩 mof phenon 1. 

緒 言

前報(田島ら， 1985a， b， 1986)までにおけるビブリオ病原因菌の分類学的検討結果，ビブリオ病

の主たる原因菌で，独立した菌種とみなされた V.an仰 illarumは由来魚種あるいは由来魚の生息

環境が異なる菌株を包含し，また若干性状の異なる菌種をも包含している。さらに前報(田島ら，

1985b)の数値分類における phenonI (V.側伊tilla.仰 m biovar 1) とphenonII (V. an伊 illarum

biov品rII)はかなり近縁な菌群と思われた。

そこで本報ではこれらの点を解明するために，さらに血清学的検討が必要と思われたので V.
anguillarumを中心に代表株を選び，常法(細菌学実習提要， 1976)にしたがって抗血清を作成し，

耐熱性抗原 (0抗原)の分析により検討を行った。その結果について報告する。

事 北海道大学水産学部微生物学講座
(Lαb例制"y01 Microbiology， F，側 lty01 F:叩heries，Hok.初ゆ Uni'酬のtyH，抑制e，041， J，αp側.)
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田島ら: ビフりオ病原因菌の血清学的検討一I

実 験方法

1. 供試菌株

供試菌株は前報(田島ら， 1985a)で供試した 19都道府県の 11魚種から収集したビプリオ病原

因菌園内分離株 219株および Table1に示す V.側仰illa仰 m標準株をはじめ，米国の血清型 I型

(V-104， NOAA V-775; V-194， LS-174)および II型 (V-105，NOAA V-1669; V-195， MSC-275)を

含む国内外のビブリオ病魚由来対照株 14株の計 233株を供試した。また圏内分離株中すでに北尾

ら (1975)の血清型 A，B，Cおよび楠田ら (1975)の血清型 1，II， IIIとされているものの代表株

も合わせ Table1に示した。

Table 1. Referenc噌 S七rainsused 

S七rainNo. 

R必ference 'V-7 (NCMB 6 ) 

V-8 (NCMB 828) 

V-9 (NCMB 829) 

'V-1l7 (NCMB 571) 

V-1l6 (NCMB 407) 

V-5 (TUF) 

'V-104 (NOAA V-775 ) 

'V-105 (NOAA V-1669) 

V-194 (LS-174) 

V-195 (MSC-275) 

V-254 (V A-6 ) 

V-255 (V A-8 ) 

V-256 (V A-15) 

V-257 (V A-25) 

Domestic V-1l3 (PT-24) 

V-1l4 (PT-514) 

V-1l9 (NP-l) 

'V-123 (PTe-l) 

V-125 (PT-223) 

'V-106 

. .七rainsused七omake rabbi七antlserum

2. 抗血清の作成

1) 免疫抗原

Sp四i酪 name

V.αn伊 illarum

" 
ノノ

グ

(V.抑制mvar.japonicus) 

か

(V. ichthyodermis) 

か

(V.pぬciumvar.j.αponicus) 

V. an伊illarum U.S. serotype 1 

V.αn仰 illαrumbiovar II 
(V.肘 dαliisp. nov.) U.S. serotype II 

V 側伊.illα.rum U.S. serotype 1 

V.側仰illαrumbiovar II U.S. seroも.ypeII 

V.αn伊.illarum

" 
" 
" 

V. anguillα.rum 

" 
ノγ

Kitao seroも.ype A 

かか B

Kusuda か I

グ " 
Fノ 11 

λγ Kitao " C 

Kusuda λy III 

" auもhor

前報(田島ら， 1985a， b)までにおける一般性状に基づく同定および数値分類による検討結果，

さらに北尾ら(1975)，楠田ら (1975)の報告を参照して， T晶ble1 iこ示す菌株のうち V.an卯illar-

U問 V-7(NCMB 6)， V-104 (NOAA V-775 U.S. sero七ype1)， V-105 (NOAA V-1669 U.S. serotype II)， 
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Table 2. Schedule of immunization for preparation of rabbi七
antlserum 

Interval (days) 

。。
a
a
z
a笹

ρ
0
0
4

Dose (ml)* 

5

A

U

A

U

A

り

0

1

2

4

 

Inje唱もlOn

1s七

2nd 

3rd 

4七h

もrialbleed 

final bleed 

V-1l7 (V. piscium var.jαponicus NOMB 571)， V-123株 (PT←1楠田 II型)およびV-106株(海水

養殖ギンマス由来株)の計 6株を代表株として選び，常法(細菌学実習提要， 1976)に従って免疫

抗原(ホルマリン抗原)を作製した。

2) 免疫法

Table 2に示した免疫スケジュールに基づき一定日数毎に前述の方法で調製した免疫抗原を漸

次増量しながらウサギの耳翼静脈内に接種した。最終接種目から 6日後に試験採血を行い，後述

の方法により抗体の産生状況をチェックし，最終接種目から 8日後に全採血を行い，抗血清を分

離採取した。得られた抗血清はミリポアフィルター (HA)でろ過除菌後， 56・0，30分の非働化を

行い，実験に供するまで凍結保存した。

3) 反応抗原

前述の全供試菌を，それぞれ基礎斜面培地で 25
00，24-48時間培養後， Dulbecoのリン酸緩衝

液(食塩8.0g，塩化カリウム 0.2g，リン酸二ナトリウム 2.9g，リン酸ーカリウム 0.2g，蒸留水 11，

pH7.2，以後この溶液を PBSと略称する)に懸濁し， 1ω。Cで1時間加熱した。加熱後遠心分離

(3，800 rpm， 30 min.)し，集菌後，再度 PBSに懸濁し遠心分離して洗浄菌体を得た。使用にあたっ

ては McFarland標準濁度列を用いて濃度を No.3-4~.こ調製したものを反応抗原として供試した。

なお反応抗原は自然凝集のないことを確認のうえ用いた。また後述の吸収血清作製の際のごとき

多量の抗原を要する場合は基礎液体培地で振とう培養を行い，集菌後前述と同様の操作により洗

浄加熱菌体を得て吸収抗原とした。

4) 抗体価の測定

前述の抗血清ならびに後述の吸収血清について，常法(細菌学実習提要， 1976)の2倍希釈法に

よる試験管内凝集反応(定量的凝集反応)により抗体価の測定および抗血清の特異性を観察し

た。なお抗血清および反応抗原の希釈には PBSを用いた。また反応は 3TOで2時間，さらに 1000

一夜静置後に凝集の有無を肉眼的に判定した。

5) 交叉吸収試験

前述の方法で作製した吸収抗原(加熱死菌抗原)を抗血清に濃厚に懸濁せしめ， 37
00で2時間，

さらに 10
0

0で一夜静置後，遠心分離 (4，ωorpm， 60 min.)により上清を採取し，得られた上清に

ついて吸収抗原に対する凝集素が存在しないことを確認した後，吸収血清として供試した。

6) のせガラス凝集反応

全供試菌の O血清型別の実施には，各抗血清の凝集素価をほぼ 1:100になるように PBSで希

釈し，前述の反応抗原の濃度を McFarlandNo. 3程度に調製して，まず清浄なのせガラスに0.05

mlの希釈血清を置き，これに同量の反応抗原液を滴下し，ガラス板を揺り動かして良く混合する。

このガラス板をウエットチエンパーに入れ，室温に置き 2時間後に結果を判定した。

-232-
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田島ら: ビブリオ病原因菌の血清学的検討 I 

結果および考察

1. 代表株血清の交叉凝集反応、

v. an伊Lillarumを中心に選出した代表株 6株の抗血清について，それぞれの homoの反応抗原

に対する凝集素価ならびに交叉凝集素価を測定した結果を T油le3に示した。 V.an仰 illarum標

準株V-7(NCMB 6)および米国血清型 II型 V-105株 (NOAAV-1669)の各抗血清は homoの抗

原に対して，それぞれ 5，120，2，560の凝集素価を示し，相互の交叉凝集素価は 2，048および4，096

の値を示したが，他の代表菌株に対しては 32以下と低かった。抗 V-123血清(楠田らの II型)は

homoの抗原に対しては 10，240と高い凝集素価を示したが，他の代表菌株とは 16以下であった。

さらに V-104株(米国血清型 I型 NOAAV-775 U.S. serotype 1)，わが国海面養殖ギンマス由来の

V-I06株およびV-1l7株 (V. piscium var. jap側必usNCMB 571)の各抗血清は homoの抗原には

それぞれ 2，560，10，240および 10，240の凝集素価を示し，相互の交叉凝集素価も 2，048-4，096の範

囲で高い値を示した。これら 3抗血清の他代表菌株に対する凝集素価は 64以下と低いものであっ

た。ニれらの結果から，代表株6株は 3種の血清型に型別し得ることが推察された。すなわち V-7

株と V・105株の 2株， V-I04株， V-106株， V-1l7株の 3株がそれぞれ同一血清型と考えられ，こ

れらとは交叉凝集のほとんどみられない V-123株を加えた 3種の血清型である。

Table 3. Cross-agglutina七ionreactions among 6 an七lsera

Serum V-7 V-105 V-104 V-1l7 
(NCMB 6) iPOAA 

V-123 (tOAt V-106 
(NCMB 571) Antigen 

V-7 5120 4096 16 32 64 32 

V-105 2048 2560 16 32 64 32 

V-123 (PTe-1) 16 16 10240 64 64 64 

V-104 16 16 8 2560 2048 2048 

V-106 32 16 8 2048 10240 4096 

V-1l7 16 16 8 4096 2048 10240 

2. 各血清型内および各血清型聞の交叉吸収試験

上記 3種の血清型について同型内あるいは 3種血清型聞の交叉吸収試験を行い，各血清型の均

一性あるいは特異性の検討を行った。各血清型内の抗原による交叉吸収試験の結果は Table4に

示した。各同一血清型内で homoあるいは heぬroの加熱死菌抗原で吸収後，それぞれの反応抗原

との凝集反応は，いずれの吸収血清との反応でもすべて陰性であった。これらの結果から各血清

型内菌株の抗原の均一性が推察された。

次に代表抗血清，抗 V-7，抗 V-123および抗 V-I04血清を選び，血清型聞の交叉吸収試験を実施

した。結果は Table5に示した。各代表抗血清について，他血清型菌株の加熱死菌抗原で吸収後，

各血清型菌株の反応、抗原との凝集反応の結果，各吸収血清は同一血清型菌株抗原とのみ反応陽性

で，他血清型菌株とはすべて陰性を示した。このこ主は各抗血清中には他血清型菌株の抗原によっ

ては吸収されない各血清型特異抗体が存在することを意味し，各血清型の特異性が推察された。

以上のように，V.αnguilla側聞の代表株とそれら抗血清による O抗原構造の関連性について検

討した結果， 3血清型に型別されることが明らかになった。そこで以後この 3血清型，すなわち

V-7株と V・105株で代表されるものを J・0・1型， V-123型で代表される J-0-2型およびV-I04株，
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Table 4. Cross-agglutination rea瓜ionswithin each serological type 

Serum Adsorbing strain 
Antigen 

V-7 V-105 

V-7 V-7 
(NCMB 6) V-105 

V-105 V-105 
(NOAA V-1669) V-7 

Serum Adsorbing s七ram V-123 

V-123 (PTe-1) V-123 (PTe-1) 

Serum Adsorbing sもram V-104 V-106 V-1l7 

V-104 V-104 
(NOAA V-775) V-106 

V-1l7 

V-106 V-106 
V-104 
V-1l7 

V-1l7 V-1l7 
(NCMB 571) V-104 

V-106 

Table 5. Cross-agglutination rea氾tionswith antisera V-7 (NCMB 6)， V-123 (PTe-1) and V-104 
(NOAA V-775) after adsorption with cells of heもerologousserological type 

Antigen 
Serum Adsorbing strain 

V-7 V-105 V-123 V-104 V-106 V-1l7 

V-7 V-123 + 十

(NCMB 6) V-104 十 + 
V-123 V-7 + 
(PTe-1) V-104 + 
V-104 V-7 + 十 十

(NOAA V-775) V-123 + + 十

V-106株， V-1l7株で代表される J-O-3型とそれぞれ呼称することとする。

3. 既存の血清型との比較

Table 1に示した北尾ら (1975)および楠田ら (1975)の血清型 A，B，Cおよび 1，II， IIIと著者

らの上記 J-O-l型， J-O-2型， J-O-3型との同異性を定量交叉凝集反応により検討した。結果は

Table 6に示した。北尾らの A型代表株 PT酢 24株 (V-1l3)および楠田らの I型 NP-l株 (V-1l9)

はJ-O-l型抗血清と凝集素価 1，024-4，096の範囲で， B型 PT-514株 (V-1l4)および II型 PTe-l

株 (V-123)はJ-O-2型抗血清と 4096， 10，240の値で， C型および III型 PT-223株 (V-125)は

J-O-3型抗血清と 1，024-2，048の範囲で凝集がみられたが，それぞれ他の型の抗血清とはいすeれ
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田島ら: ピブリオ病原因菌の血清学的検討 I 

Table 6. Cross-agglutination r帥 ctions of V-1l3 (PT-24)， V-1l4 (PTる14)，V-1l9 (NP-1)， 
V-123 (PTe-1) and V-125 (PT-223) O-antigens against antisera J-0-1， J-0-2 and J-0-3 

kごと
J-0-1 J-0-2 J-0-3 

V-7 V-105 V-104 V-1l7 
(NCMB 6) 

V-123 (NOAA V-106 
(NCMB 571) 669) V-775) 

V-1l3 A 2043 4096 64 64 64 32 
(PT-24) 

V-1l9 2048 1024 64 64 32 64 
(NP-1) 

V-1l4 B 32 32 4096 16 8 32 
(PT-514) 

V-123 11 16 16 10240 64 64 64 
(PTeト1)

V-125 C，III 8 4 4 1024 2048 1024 
(PT-223) 

A， B， C: Ki七制'sserotypes 
1， 11， 111: Kusuda's serotype渇

Table 7. Comparison of seroも，ypesof 0もherworkers with our O-serotypes 

Kitao et al. Kusuda et al. Pacha & Kiehn H町 四11et al. Johnsen Strout et al. 
(1975) (1975) (196ゆ (1976) (1977) (1978) 

Group 1 
(No此hw田 t
sal皿onids)

Group 2 
(European)Type II 

Group 1 
569 Group 
(winter 
lIounder) 

775 A Group 
(coho 
sal皿on)

507 Group 
(coho 
sal皿 on)

も64以下の値であった。この結果から両氏の血清型 AおよびIはJ-O・1型に， Bおよび II型は

J-0-2型に，さらに Cおよび IIIはJ-0-3型に相当することが判明した。

なお V.側伊tillarumのO抗原による血清型別に関しては北尾ら (1975)，楠田ら (1975)の他，

Pacha and Kiehn (1969)， Harrellら (1976)，Johnsen (1977)および Stroutら (1978)などの報

告がある。そこでこれらの報告と著者らの設定した J-O-l，J-O久 J・0-3の 3-0血清型との関係を

それぞれの報告で著者らの供試菌と共通する菌株を基に整理したのが Table7である。 Pωhaand

Kiehnの Group2， Harrellらの TypeII， J ohnsenの Group1および Stroutらの 569GroupはJ-O-

1型に相当し， Harrellらの Type1， Johnsenの Group2および仇routらの 775AGroupはJ-0-3

型に相当するものと考えられた。しかしながら， J-0-2型に相当すると考えられるものは圏外にお

ける報告には見当たらなかった。なおその他の国外血清型との関連性については現在のところ不

明である。
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4. 全供試菌株の O血清型別

ビブリオ病原因菌国内分離株 219株の3-0血清型別の結果を，これら菌株の由来魚の飼育環境

をも併せて Table8に示した。国内分離株 219株のうち Phenonlの V.an伊 illarumに分類され

た 170株は 3株を除き 100株 (58.8%)がJ-O・1型に， 11株 (6.5%)がJ-0-2型に， 56株 (32.9%)

がJ-0-3型に型別された。またこれら菌株を由来魚の飼育環境別にみると， J・0-1型に型別された

菌株の邸%は海水飼育魚由来株であり，一方 J・0-3型に型別された菌株の 82%は海水飼育魚由

来株であった。 J・0・2型に型別されたものは由来環境にかたよりがみられなかった。また phenon

11の淡水飼育サケ科魚由来株 25株はすべて J-O・1型に型別され， 0抗原構造の面からも V.an-

伊illarumと類似することが明らかとなった。なお，V. an伊lilla仰 m(phenon 1) 170株中わずか 3

株ながら型別不能が認められた。その他，前報(田島ら， 1985a)において分類学的に V.側 fJUiι
larumと明らかに異なる Vibriospp.およびAerom側 ωspp.とした 24株はすべて型別不能であっ

Tこ。

供試菌の血清型別結果を由来魚種および由来魚の飼育環境をも併せて整理したのが， Table9で

ある。前報(田島ら， 1985b)でphenonlに包含されたアユ由来の菌株はJ・0・1型に型別されるも

のが大部分を占めたが，他血清型にも少数ながらみられた。菌株数は少ないながらウナギ由来の

菌株はJ・0・1型， J-0-2型および型別不能株に分かれた。一方海水飼育のギンマス，ハマチおよび

カンパチ由来の菌株は，型別不能であったハマチ由来の l株を除き，すべて J-O・3型であった。さ

らに J-O・1型に型別され，前報(田島ら， 1985b)でphenon11とした菌株はニジマスを中心にア

マゴ，ヤマべなど淡水飼育サケ科魚由来株であった。また型別不能の Vibrio spp.およびAer-

omonωspp.の24株は海産魚由来株が大多数を占め，カタクチイワシ (13株)を中心にアユ (6

Table 8. Serological typing ofcoll郎総dstrains classified拙 phenon1， 11 and others組 d
relaもionsliipbeもween-rearing environments of fish and SefOもyp四

Serotype No. of strain Origin 
Phenon 

(%) 
Fresh waもer Sea water → Sea wa七er Fresh wa'七erUnknown 

J-O-1 100 85 9 6 。
( 58.8) ( 85.0) ( 9.0) ( 6.0) 

J-O-2 11 2 4 4 1 

I 
( 6.5) ( 18.2) (36.4) (36.4) (9.1) 

J-O・3 56 6 46 4 。
( 32.9) ( 10.7) (82.1) ( 7.1) 

Unknown 3 2 1 。 。
( 1.8) ( 66.7) (33.3) 

J-O‘1 25 25 。 O O 
(100 ) (100 ) 

11 J-O-2 。 。 。 。 。
J-O司3 。 。 。 。 。
Unknown 。 。 。 。 。
J-O-1 。 。 。 。 O 

J-O‘2 O 。 。 。 。
others J-O-3 。 O 。 。 。

Unknown 21 5 16 O O 
(100 ) ( 23.8) (76.2) 
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Table 9. Sources and serotypes of coll間切dstrains classified拙 phenon1， 11 and others 

Phenon Source Sero七.ype No.of Origin 

(No. of sもrain) strain Fr剖 h Sea Sea water → 
water waもer Fresh waもerUnknown 

J-0-1 99 84 9 6 。
J-0-2 10 1 4 4 l 

ayu (124) 
J-0-3 14 6 4 4 。
Unknown 1 1 。 。 。
J-0-1 1 1 。 。 。
J-0-2 1 1 。 。 O 

eel ( 3) 
J-0-3 O 。 O 。 。
Unknown 1 1 。 O O 

J-0-1 O 。 O 。 。
J-0-2 O 。 。 O O 

I coho salmon ( 12) 
J-0-3 12 。 12 。 。
Unknown O 。 O 。 。
J-0-1 。 O 。 。 O 

J-0-2 。 O 。 。 。
yellow tail ( 30) 

J司0-3 29 。 29 。 。
Unknown 1 。 1 O O 

J町0-1 O 。 O 。 。
J-0-2 O 。 。 。 。

amberjack ( 1) 
J‘0-3 1 O 1 O 。
Unknown O 。 O 。 。
J-0-1 25 25 。 。 。

rainbow七rout ( 19) 
J-0-2 O 。 。 。 。

11 amago ( 2) 
J-O・3 。 O 。O 。

yamabe ( 4) 
Unknown 。 。 。 。 O 

ayu ( 6) 
J-0-1 。 O 。 O 。

rainbowもrout( 1) 
J・0-2 。 O 。 O 。

others sardine ( 13) 
J-0-3 。 。 。 。。

yellowもail ( 3) 
Unknown 24 7 17 。 。

red sea bream ( 1) 

株)，ハマチ (3株)，ニジマス (1株)およびマダイ (1株)などであった。

次に対照株として用いた V.側 guillarum標準株および国内外ピブリオ病魚由来対照株 14株の

型別結果は Table10に示した。 V.側伊tillarum標準株V-7(NCMB 6)， V-8 (NCMB 828)， V-9 

(NCMB 829)および対照株の V-I05(NOAA V・1669)，V・195(MSC-275)の5株は J-O-l型に，V. 

a叫伊illarum標準株V-1l7(V. piscium var.j叩側化usNCMB 571)および対照株の V-5(TUF)， 

V-I04 (NOAA V-775)， V-194 (LS・174)，V-254 (VA-6)， V-255 (VA-8)， V-256 (VA-15)， V-257 (VA・25)

の8株は J-0-3型に型別されたが，V. an伊 illarum標準株V-1l6(V. ichthyodermis NCMB 407)は

型別不能であり，また J-0-2型に型別されるものはなかった。なおふ0-1型に型別され，前報(田
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Table 10. Serological typing of reference strains 

Serotype Spe氾1田 namePhenon Strain No. 

J-O-1 

ノア

1/ 

1/ 

Unknown 

v.側伊tillαrumbiovar 11 

1/ 

v.側伊tillarum
(v. ichthyoゐT隅 is)

( V. pisc仰mvar， jap倒的岨)

v.側伊tillαrum

Y
E
A
T
E
A
 

T

-

A

Y

E

A

Y

E

A

T

-

-

T

E

A

 

V-7 (NCMB 6 ) 

V-8 (NCMB 828) 

V-9 (NCMB 829) 

V-105 (NOAA V-1669) 

V-195 (MSC-275) 

V-1l6 (NCMB (07) 

I V-1l7 (NCMB 571) 
J-O-3 

グ

1/ 

グ

1/ 

1/ 

1/ 

ノツ

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

I 

Y

E

A

T

E

A

T

-

A

Y

E

A

Y

E

A

T

-

-

(TUF) 

V-104 (MOAA V-775) 

V-194 (LS-174) 

V-254 (VA-6 ) 

V-255 (VA-8 ) 

V-256 (VA-15 ) 

V-257 (VA-25 ) 

V-5 

1/ 1/ 

ノケ

島ら， 1985b)でphenonIIとした対照株2株は米国において海水飼育サケ類から分離されたもの

であり，一方わが国の海水飼育ギンマスからは phenonIに包含され，かっ J・0・3型に型別される

菌株のみが分離されていることは特に注目される。

以上， 0血清型別の結果から，淡水飼育のサケ科魚由来株は J・0-1型であり，淡水・海水両環境

にまたがって飼育されたアユ，ウナギ由来株は J-O-l型， J・0-2型およびJ-0-3型の 3型にまたが

り，海水飼育のギンマスあるいはノ、マチ，カンパチ，などの海産魚由来株のすべては J-0-3型であ

る傾向が認められ，飼育環境との強L、関わりが窺われた。

汐

約

l. V. anguillarumおよびその類似菌の代表株とそれらの抗血清による代表菌株相互の耐熱性

抗原 (0抗原)構造の関連性について検討した結果， 3-0血清型に型別されることが，明らかとな

り， J-O-l型， J-0-2型， J-0-3型と呼称することとした。

2. 上記 3・0血清型を基にビブリオ病原因菌国内分離株 219株の O血清型別の結果，前報(田

島ら， 1985b)でphenon1 V. an伊 illarumに分類された 170株は 3株の型別不能株を除き， 1∞株

(58.8%)がJ-O-l型に， 11株 (6.5%)がJ-0-2型に， 56株 (32.9%)がJ-O・3に型別された。

J-O-l ~.こ型別された菌株の 85% は，アユ，ウナギなど淡水飼育魚由来株であり， J-0-3型に型別

された菌株の 82%はギンマス，ハマチ，カンパチなど海水飼育魚由来であった。 J-0-2型に型別

されたものは由来魚の飼育環境の偏りがみられなかった。

3. phenon IIの25株はすべて J-O・1型に型別され，抗原構造の面からも V.anguillarumと近

似することが明らかとなった。
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